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絵本に描かれた移行対象
～子どもの育ちにとっての移行対象を考える～

石　川　由美子1 

石　川　　　隆2

　子どもは、自己と他者という関係性の中で、自己を意識化していく。この研究ノートでは、乳児

期早期から自-他の関係性の中で生じる葛藤を、乗り越えるための心理的な道具としての移行対象

を考えてみたい。移行対象を明確に描いている2冊の絵本（「よるくまクリスマスまえのよる」、「ク

マの名前は日曜日」）について、1）自己－他者をつなぐ媒介物としての移行対象の観点、2）絵本で描

かれる移行対象と子どもの観点、の2点から子どもの育ちに対する移行対象の意味について検討を

試みた。その結果、母親の象徴としての移行対象という従来の移行対象に対する捉え方の一方で、

他者および文化的環境とのやりとりで生じる、子どもの様々な心理的危機に対して、常に子どもの

側に立ち、子どもに寄り添いながら、子どもの葛藤を解消する心理的な道具としての移行対象の視

座も見えてきた。この視座は、今後の発達研究や保育、教育に活かせる視点と考えられる。
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1．はじめに

　「Puff, The Magic Dragon」というアメリカの

フォークソングがある。ジャッキー・ペーパーと

魔法のドラゴン、パフは、いつでもどこでもいっ

しょで楽しく遊んでいたが、大人になったジャッ

キー・ペーパーはパフのもとを去ってしまう。こ

の歌を聴くたびに何故だか悲しくなった。それは

つい最近まで続いていた。置き去りになったパフ

の側の悲しさに共感してしまうためだろうか。も

しかしたら自分も、自分にとって大切な何かを忘

れ、その何かをどこかに置き去りにしてしまって

いるのではないかと、不安になるせいであろう

か？

　とにもかくにもこのパフこそが、ウイニコット

によって紹介された「移行対象」と言われるもの

だと思うようになったのは、大学で学びはじめて

からである。ただ、ここに来て、少しだけこの歌

に対して疑問を持つようになった。

　ジャッキー・ペーパーと夢中で遊んだパフは、

本当に悲しみに暮れて洞窟にこもってしまったの

か、という疑問である。もしかしたら、ジャッ

キー・ペーパーにとっての真のドラゴンとなり、

ジャッキー・ペーパーの心の世界を彼と一緒に旅

をしているのではないか。時に、彼の分身となり、

時に彼の信頼に値する旅の仲間となって彼の生活

に寄り添っているのではないのだろうか、そんな

ふうにも思えてくるのである。

　乳幼児が特別の愛着を寄せる対象に「移行対

象」と名付け、概念化したのは、イギリスの小児

科医ウイニコットである。また移行対象は、子ど

もにとって母親のシンボルでもあり、乳幼児の情

緒に安定をもたらすものであるとした（Winn-

icott, 1953）。
　井原（2011）は、ウイニコットの理論から、移行

対象の特徴を次のようにまとめている。1）子ども

は、毛布、ぬいぐるみといった移行対象を主観的

には生命をもったものとして感じている、2）移行

対象が現れてくるのは、母子の分離が問題になっ

ている時で、分離不安に対して防衛手段として移

行対象を創造する、3）快楽原則に支配された時期

から、現実原則に支配された時期への移行期に現
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れる。

　また、遠藤（1991）は、子どもが移行対象を発現

させる契機として、母子間で生じる関係性のスト

レスについて言及している。これらのことから、

移行対象は子どもが生活の中で自己と他者という

関係性の分化を意識化し始める過程の中で、その

関係性を媒介する三項として生じるものであるこ

とは明らかなようである。三項という概念につい

ては、皆本（2014）の論文に詳細に論じられている。

ここでは、自己-他者という内側と外側の関わり

によって弁証法的に生み出される、生活の中での

体験としての第三部分（自己でも他者でもなくそ

の中間としての体験）と捉えることとする。

　この研究ノートでは、自己と他者という関係性

の中で、子どもが自己を意識化していくと捉え、

その関係性の葛藤を乗り越えるための心理的な道

具としての移行対象を考えてみたい。その素材と

して、絵本に描かれている移行対象を題材とする。

なぜなら、移行対象を描いている絵本作家は、子

どもにとってのその対象の存在的意味を心理学的

に定義づけすることはなくても、経験的に知って

いると思われる大人の代表と考えられるからであ

る。絵本は、読む対象のほとんどが子どもであり、

その子どもに目的思考的に何かを伝えたいという

動機がある、成熟した大人によって描かれている

ものがほとんどである。そして、一人の絵本作家

のみが描き出しているのではなく、多くの絵本作

家によって、時間を乗り越え、文化の差を乗り越

えて残されている文化・歴史的な人工物でもある。

そのような文化財の中で描かれている絵本の中に

は、移行対象が子どもの育ちに与える真の意味が

静かに潜んでいると考えられる。

　そこで本研究では、移行対象を明確に描いてい

る後述の2冊の絵本（「よるくまクリスマスまえの

よる」、「クマの名前は日曜日」）について、1）自己

－他者をつなぐ媒介物としての移行対象の観点、

2）絵本で描かれる移行対象と子どもの観点、の2

点から子どもの育ちに対する移行対象の意味につ

いて検討を試みる。

2．�よるくまクリスマスまえのよる（酒井駒子作、

白泉社）

1）�自己－他者をつなぐ媒介物としての移行対象

の観点

　白泉社より出版されている酒井駒子作の「よる

くまクリスマスまえのよる」は、男の子とお母さ

んの関係性が物語を支える柱となっていると思わ

れる。今よりもっと幼かった頃と異なり、最近お

母さんから叱られてばかりいる自分、このことが

クリスマスの前日に男の子に2つの大きな不安を

もたらした。一つ目は、「わるいこ」には、サン

タさんがこないかもしれないという不安、2つ目

は、お母さんは男の子を「わるいこ」と認識し、

もはや幼い頃のように抱きしめて（受け入れて）く

れないのではないかという不安である。

　「よるくま」は、男の子が幼かった時にクリス

マスプレゼントでもらったぬいぐるみである。そ

れ以来、男の子の友として常に傍らに寄り添う存

在となった。酒井は、絵本の中で、「よるくま」

と男の子の関係について、「よるくまは　ぼくの

　ともだち　よるみたいに　くろくって　むねに

は　おつきさまが　ひかっている　とっても　か

わいい　ぼくの　ともだち」と表現している（酒井、 

2006）。見通すことができない闇の中にあること、

それは、男の子にとっては上述した2つの不安の

中にあることともとれる。そんな不安の中にあっ

ても、暗闇を照らしてくれる、不安を解消してく

れる一筋の光明を見出すための存在として「よる

くま」は、描かれていると言えそうである。

　「よるくまクリスマスまえのよる」という絵本

においては、母親と子どもは、常に一体の融合し

た関係から自―他が分化し始め、母と子の非対称

的関係性が生み出す気持ちのズレとその葛藤が物

語の背景となっている。そしてその不安を生み出

す関係性を男の子が乗り越えるために「よるく

ま」という移行対象が位置づけられている。

2）絵本で描かれる移行対象と子どもの観点

　男の子は、前述したようにクリスマスの前日、

自分にはサンタさんが来ないのではないかという

不安とお母さんが幼い頃のように自分を抱きしめ
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緒に受け入れてくれる対象。②母さんが自分にし

てくれるような世話を、自分がお母さん代わりに

なってすることができるような対象、である。

　男の子の夢の終わり、それは物語の終盤である

が、「よるくま」はよるくまのお母さんに抱きし

められる。男の子もまた幼い頃の自分になって、

ぎゅっとお母さんに抱きしめられる。そして、男

の子のお母さんの「ママのいるうちに戻っておい

で・・・・もう心配なんかしないでね」という声

が聞こえる。男の子の不安は解消し、またこの絵

本を見ているであろう子どもの中の不安も、この

場面で見事に解消されて終わるのであろう。

3．�クマの名前は日曜日（アクセル・ハッケ作、ミ

ヒャエル・ゾーヴァ絵、岩波書店）

1）�自己－他者をつなぐ媒介物としての移行対象

の観点

　「クマの名前は日曜日」の冒頭は、「わたしがう

んと小さかったころ、なにもしゃべらない小さな

クマのぬいぐるみをもっていた。クマの名前は日

曜日。」（ハッケ＆ゾーヴァ、2001）で始まる。こ

の書き出しから、このお話は、主人公の男の子に

とって過去の記憶を遡る話となっていることが分

かる。おそらく、日曜日はもうすでに彼の傍らに

は存在していない。彼の心の中に思い出となって

しまわれているのだろう。

　なにもしゃべらない、自分からは動くこともな

い、この「日曜日」を男の子がいかに好きか、

「日曜日」に対する男の子の行為で語られる。「日

曜日」は、そのような男の子の行為を受け入れ続

け、一切の抵抗を示すことがないのである。つま

り、「クマの名前は日曜日」においても、「日曜

日」は、どんなことがあっても男の子の側に寄り

添い、受け入れる存在として描かれていた。しか

し、この主人公の男の子は、「よるくまクリスマ

スまえのよる」の主人公の男の子とは違って、男

の子の行為に一切の抵抗を示さず全てを受け入れ

る対象（「日曜日」）が、常に自分の側に立つもので

あるのかに疑問を感じ始めている。つまり、自－

他の関わりの中で生み出した移行対象に対して、

て（受け入れて）くれないのではないかという二つ

の不安を抱えたまま「夢」の世界に入る。男の子

の夢の世界の入口をノックし訪ねてきたのが「よ

るくま」であった。「よるくま」は、クリスマス

ツリーの飾られた男の子のうちの居間に男の子と

一緒に並んで立つ。ここから男の子の夢の世界を

旅することになる。この一緒に並んで立つ描写が、

本文中にも、そして絵本の裏表紙にもなっている

（図１参照）。

図1　男の子とよるくまの構図 
（絵本の構図に基づき石川作成）

　一緒に並んで立つこの描写は、「よるくま」が

母親側に立つ存在というよりは、男の子の側に

立ってどういう時でも男の子と一緒にあることを

表すようである。また、男の子よりも小さく描か

れている。絵本の中で、男の子は、よるくまにサ

ンタさんのことを教え、クリスマスツリーの飾り

を与える。よるくまが自分よりも幼くて男の子が

世話してあげる必要がある対象として描かれてい

る。

　このような描かれ方から、「よるくま」には男

の子にとって以下のような存在としての特徴があ

るようだ。①お母さんのように自分を叱ったりし

ない。常に自分に寄り添い自分の感情や思いを一



（58） 石川由美子・石川　隆

男の子は、さらに弁証法的な吟味を始めたと考え

られる。男の子の成長に伴い、移行対象との関係

もまた、その対象が常に自分の外側の存在である

必要があるのか、あるいは、自分の内に存在して

もいいものであるのかの吟味が始まったともいえ

る。

　「クマの名前は日曜日」もまた、自－他という

枠組みで考えると、ほとんど男の子と一体である

ように描かれている。また、その際、なにもしゃ

べらない、動かないぬいぐるみという対象物とし

ての「日曜日」が強調されていることに、作者の

意図が感じられるものであった。

　この物語では、母親との関係性が物語の背景の

基盤として重要なものとは位置づけられていな

かった。しかも、母親は汚れてしまった「日曜

日」を無残にも洗濯機で洗ってしまう、男の子の

気持ちを理解しない対象として描かれていた。男

の子は、母親をすでに別の人格として認識してい

ると思われる。

　このようなことから、「クマの名前は日曜日」

では、あくまでも「日曜日」という移行対象が、

男の子にとってどのような存在であったのかが、

物語の中心となっていることが分かる。また、母

親との関係性で考えると、すでに自－他の分化が

確立している時期の子どもの物語といえる。すな

わち、「クマの名前は日曜日」は、移行対象が子

どもにとってどのような存在であるのかに加え、

第三項としてある移行対象が、子どもの発達に伴

い弁証法的にどのようにその形を変えていくのか

を考えるにあたり、多くの示唆を与えてくれるも

のであるといえる。

2）絵本で描かれる移行対象と子どもの観点

　前述したように、物語のはじめは、男の子が

「日曜日」がどれほど好きかを表すために、男の

子の日曜日に対する行為の記述で始まる。

　物語の中盤は、自分の言いなりになってばかり

の「日曜日」に男の子が苛立ち、手荒に扱った結

果、お母さんによって、「日曜日」が洗濯されて

しまう。ゾーヴァがこの場面に描いた洗濯ロープ

に吊るされた「日曜日」は図2に示した構図と

なっている。

　「日曜日」の視線の先に立って、「日曜日」見つ

めているのは男の子なのだろう。その絵は、ハッ

ケの文章では「しがない、ちびのセンタークグマ、

こうしてロープにぶらさがーっている。まーるで

洗濯物のパーンツみたい。おいらの泣き声、聞こ

えなーいの？」（ハッケ、 ＆ゾーヴァ、2001）に対

応する。

図2　物干し竿につるされた「日曜日」の構図 
（絵本の構図に基づき石川作成）

　お母さんの洗濯という行為によって、物干し竿

に吊るされた「日曜日」を見たこの瞬間に、男の

子は、自分であるが自分ではない、自分ではない

が自分でもある「日曜日」という存在を意識した

のではないだろうか。ほとんど自分であるはずの

「日曜日」は、自分ではないという移行対象のも

う一つの特徴をもっているという理解は、移行対

象と共に旅する自分の内側の世界の物語をより豊

かに語る契機となると思われる。

　物語の終盤は、そのような光景を見た後、「日

曜日」とはじめて離れて眠る落ち着かない夜の男

の子の「夢」の話であった。夢の中で「日曜日」

と男の子の立場が、入れ替わった。男の子が、日

曜日の家に買われていった対象物として描かれて
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いた。その絵をゾーヴァは、図3-1、3-2のよう

な構図で描いていた。

　図3–1では、人間の世界で、男の子にとって

「日曜日」がどのような存在であったか、図3-2

ではクマの世界で、「日曜日」にとって男の子が

どんな存在であったかを端的に描いていた。二つ

の世界は、鏡で映し出されたような生き写しの世

界である。この夢により、男の子は、男の子が

「日曜日」を大好きなのと同じように、「日曜日」

にとっても男の子が、大好きなのだと知る。男の

子はこの夢を通して、「日曜日」と自分は、気持

ちを一つに出来る別の存在であるという確信を持

つことができた。そして、その確信があったから

こそ、具体的対象物としての「日曜日」を手放す

こともできたのであろう。「日曜日」は常に自分

の中に生きるもうひとりの自分でありまた、自分

ではないもの、そしてその対象は常に信頼できる

ものとして内化され、必要があれば自分と他者の

関係を読み解く第三項としていつでもイメージの

中に姿を現すことが出来るようになったとも解釈

できる。

図3-1　男の子と日曜日の構図 
（絵本の構図に基づき石川作成)

4．子どもにとっての移行対象

　「よるくまクリスマスまえのよる」は、自己を

意識化していく過程の渦中にいる子どもが、母親

との非対称的関係性からの葛藤を乗り越えるため

に、移行対象とどのような関係を作りだすのかに

ついて描き出していた。一方、「クマの名前は日

曜日」では、自分と移行対象がどのような関係で

あったのか、という過去の視点から、子どもに移

行対象がどのようなものであるかを語らせていた。

つまり、自己と他者の分化が確立した子どもが、

移行対象をどのようなものとして内化しているの

か、について描き出していると考えられた。この

2作品において、「自己－他者をつなぐ媒介物と

しての移行対象の位置づけの観点」、「絵本で描か

れる移行対象と子どもの視点から」、という2つ

の観点で作品を分析的に検討してきた。ここでは、

この観点での分析から検討された事柄を、子ども

の育ちに関わる移行対象という観点で更に、以下

の4点にまとめた。

図3-2　入れ替わった構図 
（絵本の構図に基づき石川作成）
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1）�もの言わぬ、動かない、ぬいぐるみであると

いうこと

　二つの作品とも、移行対象はクマのぬいぐるみ

であった。「よるくまクリスマスのまえのよる」

には、「クマの名前は日曜日」の冒頭の記述のよ

うにしゃべらない小さなくまといった描写はない

が、絵本の最後のページにぬいぐるみであること

がはっきりと描き出されている。しゃべらず、動

かないぬいぐるみであることが、自－他が分化し

始める時期からの子どもの育ちに寄り添う移行対

象の重要なポイントになるようであった。

2）子どもと移行対象の対称的関係

　どちらの作品においても、クマのぬいぐるみは、

子どもに決して逆らうことがない存在として描か

れていた。「よるくまクリスマスのまえのよる」

では、母親と自分の関係性の中で、よるくまに自

分を重ね、母親と自分との関係性の回復への願望

を成就させる対象として描かれていた。「クマの

名前は日曜日」では、日曜日と男の子がほとんど

一心同体の存在であったことが回顧されていた。

つまり、鏡に映した自分を見ているような存在と

して捉えられる。自分の分身として存在させるた

めに、1）に述べた、しゃべらない、動かないと

いった特徴が重要なのではないかと考えられる。

3）関係性の中での役割交代の体験

　分身のような移行対象がいること、このことは、

自－他の関係性の中で、自分の役割から離れ、他

者の役割を取る機会を子どもに与えることになる。

よるくまに対して、男の子は、お母さんが自分に

接するように接してみる。日曜日に対して男の子

が、ご飯をあげたり、着替えさせたりするなど、

現実の生活ではまだできないことを移行対象との

間で疑似体験することが出来る。移行対象は、子

どもの愛着の問題に重要な役割を果たすだけでは

なく、子どもの社会的な育ちを促す最近接発達領

域の場を開くものでもあると考えられる。

　「クマの名前は日曜日」では、男の子が夢の中

でまさに社会的役割の交代をしている場面がある。

ベットの中で背広をきた男の子が、小さくなった

男の子のお父さんとお母さんにミルクと蜂蜜パン

を食べさせている場面がある。そして、お父さん

とお母さんになにか読んでとせがまれ、自分は字

が読めないと答えるのである。役割を交代してみ

たとき、自分という輪郭がはっきりと見える瞬間

があるのではないだろうか。今の自分にできるこ

ととできないこと、少し努力すればできそうなこ

とを理解し、現実の生活をどう生きるかを子ども

なりに考えることができる。育つということは、

そういう繰り返しの過程で構成されているとも言

えるのだろう。

4）移行対象と夢の関係

　現実にはうまくいかない願望が、夢の世界での

移行対象との冒険において、成就する手がかりを

得ることもあるし、あるいは成就して目覚めるこ

ともあるだろう。子どもにとっての眠りの世界は、

現実の世界とパラレルに走るもうひとつの子ども

の世界でもあるのだろうか。移行対象は、現実の

ぬいぐるみであり、ぬいぐるみが子どもの中に内

化された表象でもある。自己と他者を意識化する

過程の時期を生きる子どもは、常に自分の側に立

ち自分に寄り添う分身のような移行対象、あるい

はほとんど自分であるが自分ではない対象の存在

によって、生じる不安を乗り越えることができる。

5．まとめ

　ここまで2冊の絵本に描かれた移行対象と子ど

もの物語を検討してきた。移行対象が描かれてい

る子どもの絵本と思われるものはこの2冊以外に

も多くある。大人が描く絵本になぜ多くの移行対

象が描かれるのであろうか。おそらく今は大人に

なった我々自身が、子ども時代を想起したとき、

そのような対象と出会っていた事を懐かしく思い

出すだけでなく、その対象とのやりとりが子ども

の育ちにとって重要であると確信しているからで

あろう。絵本で描かれる移行対象を分析してみる

とき、大人が思っている移行対象の特徴というだ

けではなく、その中に、子どもの育ちに関わるぬ

いぐるみなどの文化財に込められた真の意味が紐

解かれるのであろうと考える。

　移行対象という概念は前述したように、ウイニ
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コットによって用いられ、自己と他者の意識化過

程の時期の子どもにとって母親の象徴であるとい

う理解は、長い間、我々の常識的な知識として捉

えられてきている。移行対象についてのその理解

に大きな異論はないが、本研究ノートにより論じ

てきた観点で移行対象を捉えてみたとき、母親の

象徴としての移行対象という観点にあまりとらわ

れなくてもいいのではないかとも思える。

　それよりは、母親との葛藤あるいは文化的環境

とのやりとりで生じる、子どもの様々な心理的危

機に、常に子どもの側に立ち、子どもに寄り添い

ながら、子どもと子どもの心の旅を共にする仲間

としての役割と、捉えてみてもいいのではないか。

自己を分化させ、自－他関係を形成していく時期

の子どもの発達を促す対象として移行対象を捉え

る視点が、発達研究にはあってもいいのではない

かと考える。このような視座は、今後の発達研究

や保育、教育に活かせる視点と考えられる。
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